
「
適
切
な
サ
イ
ズ
が

本
当
の
美
し
さ
に
つ
な
が
る
」

滝
山
作
建
築
設
計
事
務
所　

滝
山
作
氏（
50
歳
）

建
築
家
の
夫
と
、イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
妻
。

二
人
の
共
通
の
趣
味
は「
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」。

非
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
に
魅
せ
ら
れ
た
滝
山
夫
妻
に
話
を
伺
っ
た
。

取
材
・
撮
影
／
松
原
雄
一

フリークライミングの一種で、
ロープを使わないボルダリング。

建築家
off time
第20回
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フリークライミングを通
して、「自然界には直角
が存在しないことに気づ
き、デザインを考えるき
っかけにもなりました」
と滝山氏。一方、奈菜子
さんは「ジムに通うよう
になって、壁の美しさを
改めて実感。壁は〝ただ
そこにある〟だけのもの
ではなく、いかに面白く
デザインするか意識する
ようにもなりました」と
話す。

（東京都世田谷区）
滝山作

1958年島根県生まれ。1984年
九州大学大学院工学研究科（建築
計画）修士課程卒業。早川邦彦建
築研究室を経て、1991年滝山作
建築設計事務所を設立。

言葉数は少ないが誠実
な人柄が伝わる滝山作
氏と、社交的でアクテ
ィブな奈菜子さん。お
互いを高め合う、理想
的なカップルだ。

　
「
恐
怖
が
快
感
に
変
わ
る
瞬
間
が
あ
り

ま
す
」。
そ
う
言
っ
て
、
滝
山
作
氏
は

ロ
ー
プ
を
つ
か
み
ハ
ー
ネ
ス
を
付
け
た
。

見
上
げ
た
先
に
数
十
メ
ー
ト
ル
の
壁
面

が
そ
び
え
立
つ
。
ホ
ー
ル
ド
と
呼
ば
れ

る
色
と
り
ど
り
の
突
起
物
を
足
が
か
り

に
、
ル
ー
ト
を
た
ど
り
な
が
ら
一
歩
ず

つ
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
く
。
そ
の
動

き
に
無
駄
は
な
い
。
ス
ム
ー
ス
で
リ
ズ

ミ
カ
ル
。
滝
山
氏
の
表
情
に
う
っ
す
ら

笑
み
が
浮
か
ん
で
い
る
。

　

思
い
切
っ
て
右
手
を
伸
ば
し
、
ホ
ー

ル
ド
を
つ
か
み
に
か
か
る
。「
ナ
イ
ス
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
！
」。
フ
ロ
ア
で
ロ
ー
プ
を

持
つ
奥
様
の
奈
菜
子
さ
ん
が
エ
ー
ル
を

送
る
。

　

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
全
身
運
動

だ
。
普
段
の
生
活
と
は
違
う
筋
肉
を
使

う
。
そ
し
て
何
よ
り
登
頂
し
た
と
き
の

達
成
感
は
理
屈
抜
き
で
素
晴
ら
し
い
。

　
「
建
築
の
仕
事
の
肩
こ
り
も
、こ
れ
で

解
消
で
き
ま
す
。
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
は
戦
略
的
で
、ま
さ
し
く
知
的
ス
ポ
ー

ツ
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
グ
レ
ー
ド
が

上
が
る
に
つ
れ
、
以
前
は
登
れ
な
か
っ

た
コ
ー
ス
が
登
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
至
福
の
喜
び
」
と
滝
山
氏
。

　

ル
ー
ト
に
は
難
易
度
が
あ
っ
て
、「
グ

レ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ビ
ギ

ナ
ー
は
ま
ず
G
5.
7
か
ら
始
め
る
。

次
に
G
5.
8
、
G
5.
9
と
小
数
点
刻

み
に
難
易
度
が
上
が
り
、
G
5.
1
0

か
ら
は
さ
ら
に
a.
b.
c.
d
と
４
段
階

に
細
分
化
。
G
5.
1
2
か
ら
上
は
、

プ
ロ
級
の
レ
ベ
ル
と
さ
れ
る
。
滝
山
氏

の
グ
レ
ー
ド
は
G
5.
1
1
b
、
奈
菜
子

さ
ん
は
G
5.
1
0
c
だ
。

　

夫
婦
そ
ろ
っ
て
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
が
趣
味
―
。
こ
の
仲
む
つ
ま
じ
い
二

人
の
出
会
い
は
12
年
前
に
遡
る
。
お
互

い
別
々
の
山
岳
会
に
所
属
し
、
北
ア
ル

プ
ス
山
行
で
知
り
合
い
、
ザ
イ
ル
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
た
。
当
時
フ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
が
普
及
し
は
じ
め
、
一
緒
に

ジ
ム
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

そ
の
後
、
二
人
は
結
婚
。
滝
山
氏
は
建

物
を
設
計
す
る
建
築
家
、
奈
菜
子
さ
ん

は
そ
の
内
部
を
彩
る
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
協
力
し
合
い
、
仕
事
の

面
で
も
相
乗
効
果
が
現
れ
る
。

　

滝
山
氏
は
空
間
と
空
間
の
つ
な
が
り

を
重
視
し
、
空
気
が
自
然
に
流
れ
る
よ

う
な
設
計
を
得
意
と
す
る
。
外
見
だ
け

で
な
く
内
部
の
美
し
さ
に
も
心
を
砕
い

た
、
住
む
人
に
寄
り
添
う
デ
ザ
イ
ン
だ

と
い
え
る
。「
奇
を
て
ら
っ
た
こ
と
は
し

ま
せ
ん
。
見
ば
え
重
視
の
大
き
す
ぎ
る

窓
は
掃
除
も
大
変
だ
し
、
冬
寒
い
。
モ

ノ
に
は
適
切
な
大
き
さ
が
あ
り
、
そ
れ

が
本
当
の
美
し
さ
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
」。

　
〝
暮
ら
し
〞
を
第
一
に
設
計
し
た
滝
山

氏
の
建
築
は
、
奈
菜
子
さ
ん
の
イ
ン
テ

リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
〝
す
ま
い
〞
へ
と
進
化
す
る
。
奈

菜
子
さ
ん
は
施
主
と
一
緒
に
家
具
屋
に

行
き
、
ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
、
壁
や
タ

イ
ル
の
色
選
び
な
ど
を
手
伝
う
。
そ
の

セ
ン
ス
と
ア
ド
バ
イ
ス
は
的
確
で
、
施

主
は
思
い
描
く
理
想
の
す
ま
い
を
カ
タ

チ
と
し
て
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

滝
山
夫
妻
が
生
み
出
す
最
高
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ザ
イ
ル
よ
り
も
強

い
信
頼
で
結
ば
れ
て
い
る
。

全
身
運
動
と

戦
略
性
が
魅
力

公
私
両
面
で
の

ザ
イ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
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